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論 文 内 容 の 要 旨 
【背景】骨粗鬆症や末期腎不全患者における血清骨代謝マーカーの意義につき多く報告されているが、保存期
腎不全患者におけるその意義は明らかでない。保存期腎不全患者の骨代謝マーカーと骨密度との関係を検討し
た。 
【対象と方法】対象は85名の保存期腎不全患者（男性54名・女性31名、糖尿病患者36名・非糖尿病患者49
名、血清クレアチニン値 3.5±1.9 mg／dl、年齢 61.0±10.9 歳）。血清骨形成マーカ （ーosteocalcin（OC）・
bone alkaline phosphatase（BAP）・N－terminal propeptide of type I collagen（PINP））と血清骨吸収マ
ーカー（type I collagen cross－linked  N－telopeptide（NTX）・pyridinoline（PYD）・deoxypyridinoline
（DPD））を測定した。橈骨遠位端の骨密度を、末梢定量CT法（pQCT）を用いて総骨密度・皮質骨密度・海綿
骨密度に分けて測定した。 
【結果】OC・NTX・DPD・PYD の平均値は健常人基準値に比べ高値であり、BAP・PINP の平均値は基準値内であ
った。全ての骨代謝マーカー（OC・BAP・PINP・NTX・DPD・PYD）は intact PTHと有意な正の相関を認めた。
OC・BAP・NTX・DPD・PYD は推定糸球体濾過率と有意な負の相関を認めた。それぞれの骨形成マーカーと骨吸収
マーカーは、互いに有意な正の相関を認めた。骨密度の検討ではZスコアの低下は認められず、また骨密度と
推定糸球体濾過率との相関は認められなかった。橈骨の部位別骨密度と骨代謝マーカーの関連を検討したとこ
ろ、皮質骨密度より海綿骨密度との関連が強かった。海綿骨密度とBAP・PINP・OCとは有意な負の相関を認め
たが、NTX・DPD・PYDとは有意な相関を認めなかった。多変量解析では、OC と PINP は海面骨密度減少に関連
する有意な影響因子であったが（それぞれ、β＝－0.478，P＝0.0008；β＝－0.263，P＝0.0221）、BAP・NTX・
DPD・PYD は有意な影響因子ではなかった。 
【結論】OCと PINPは保存期腎不全患者における骨密度を評価できる可能性が示唆され、骨代謝状態の骨密度
への影響を反映する有用な指標と考えられる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
骨粗鬆症や末期腎不全患者における血清骨代謝マーカーの意義につき多く報告されているが、保存期腎不全
患者におけるその意義は明らかでない。保存期腎不全患者の骨代謝マーカーと骨密度との関係を検討した。 
対象は 85 名の保存期腎不全患者（男性54名・女性31名、糖尿病患者36名・非糖尿病患者49名、血清ク
レアチニン値3.5±1.9mg／dl、年齢61.0±10.9歳）。血清骨形成マーカ （ーosteocalcin（OC）・bone alkaline 
 －286－
 －287－
phosphatase（BAP）・N－terminal propeptide of type I collagen（PINP））と血清骨吸収マーカー（type I 
collagen cross－linked N－telopeptide（NTX）・deoxypyridinoline（DPD）・pyridin lin （PYD））を測定
した。橈骨遠位端の骨密度を、末梢定量CT法（pQCT）を用いて総骨密度・皮質骨密度・海綿骨密度に分けて測
定した。 
保存期腎不全患者の OC・NTX・DPD・PYD の平均値は健常人基準値に比べ高値であり、BAP・PINP の平均値は
基準値内であった。全ての骨代謝マーカー（OC・BAP・PINP・NTX・DPD・PYD）はintact PTHと有意な正の相関
を認めた。OC・BAP・NTX・DPD・PYDは推定糸球体濾過率と有意な負の相関を認めた。それぞれの骨形成マーカ
ーと骨吸収マーカーは、互いに有意な正の相関を認めた。骨密度の検討ではZスコアの低下は認められず、ま
た骨密度と推定糸球体濾過率との相関は認められなかった。橈骨の部位別骨密度と骨代謝マーカーの関連を検
討したところ、皮質骨密度より海綿骨密度との関連が強かった。海綿骨密度と BAP・PINP・OCとは有意な負の
相関を認めたが、NTX・DPD・PYDとは有意な相関を認めなかった。多変量解析では、OCとPINPは海面骨密度減
少に関連する有意な影響因子であったが（それぞれ、β＝－0.478，p＝0.0008；β＝－ .263，p＝0.0221）、
BAP・NTX・DPD・PYDは有意な影響因子ではなかった。 
OC と PINP により保存期腎不全患者における骨密度を評価できることが示され、骨代謝状態の骨密度への影
響を反映する有用な指標と考えられる。 
 
以上の研究は、保存期腎不全の骨代謝の臨床治療学に貢献するものであり、博士（医学）の学位を授与され
るに値するものと判定された。 
